
○
　
歩
道


　
　
城
崎
進
（
８
２
）
と
城
崎
杏
（
５
）
、
手
を
繋


　
　
い
で
歩
い
て
い
る
。
杏
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を


　
　
食
べ
て
い
る
。
２
人
の
後
ろ
か
ら
は
１
０
歳
く


　
　
ら
い
の
少
女
、
付
い
て
来
て
い
る
。
進
、
杏
の


　
　
手
を
離
し
、
立
ち
止
ま
る
。
杏
、
進
を
見
て
、


杏
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
の
？
」


　
　
進
、
苦
し
そ
う
に
し
て
、


進
　
「
少
し
休
ん
で
も
い
い
か
な
？
」


　
　
進
、
花
壇
に
腰
掛
け
る
。


杏
　
「
大
丈
夫
？
」


進
　
「
（
し
ん
ど
そ
う
に
）
大
丈
夫
だ
よ
」


　
　
後
ろ
に
い
た
少
女
、
進
に
近
づ
い
て
行
く
。
進
、


　
　
少
女
を
見
て
立
ち
上
が
る
。
杏
、
少
女
を
見
て
、


杏
　
「
そ
の
子
、
誰
？
」


進
　
「
そ
の
子
？
」


　
　
少
女
、
進
に
抱
き
つ
く
。
す
る
と
、
進
、
倒
れ


　
　
る
。
杏
、
驚
い
て
進
に
近
づ
き
、


杏
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」


　
　
進
、
反
応
し
な
い
。


杏
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
？
」


　
　
周
り
の
大
人
た
ち
、
集
ま
っ
て
来
て
、
救
急
車


　
　
に
電
話
を
か
け
る
。


○
　
葬
儀
場
（
夜
）


　
　
進
の
遺
影
、
飾
ら
れ
て
い
る
。
少
数
の
人
だ
け


　
　
が
集
ま
っ
て
る
家
族
葬
で
読
経
が
行
わ
れ
て
い


　
　
る
。
杏
、
黒
い
服
を
着
て
、
城
崎
愛
（
２
８
）


　
　
の
隣
に
座
っ
て
い
る
。
愛
の
隣
に
は
城
崎
雄
太


　
　
（
３
０
）
、
座
っ
て
い
る
。
杏
、
そ
わ
そ
わ
し


　
　
て
い
る
。
愛
、
杏
を
見
て
、


愛
　
「
じ
っ
と
し
て
て
」


　
　
杏
、
ピ
タ
ッ
と
止
ま
る
。
杏
、
部
屋
の
隅
っ
こ


　
　
を
見
る
と
、
あ
の
少
女
、
立
っ
て
い
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
× 

　
　
通
夜
ぶ
る
ま
い
を
食
べ
て
い
る
。
参
列
者
全
員
、


　
　
和
気
藹
々
と
食
事
を
し
て
い
る
。
愛
、
食
事
を


　
　
し
な
が
ら
、
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愛
　
「
や
っ
ぱ
り
、
私
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
付
い
て


　
　
い
け
ば
良
か
っ
た
」


　
　
城
崎
和
子
（
７
８
）
、
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、


和
子
「
そ
ん
な
こ
と
無
い
よ
。
杏
ち
ゃ
ん
と
二
人
で


　
　
行
く
っ
て
言
っ
て
、
聞
か
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
」


雄
太
「
お
じ
い
さ
ん
、
杏
の
こ
と
溺
愛
し
て
く
れ
て


　
　
ま
し
た
も
ん
ね
」


和
子
「
ほ
ん
と
ほ
ん
と
。
最
後
に
杏
ち
ゃ
ん
と
２
人


　
　
で
い
れ
て
、
幸
せ
よ
」


　
　
み
ん
な
、
進
の
話
を
し
な
が
ら
ご
飯
を
食
べ
て


　
　
い
る
。
杏
、
部
屋
の
隅
に
い
る
少
女
を
見
て
い


　
　
る
。
愛
、
ご
飯
を
食
べ
て
い
な
い
杏
に
気
付
き
、


愛
　
「
ご
飯
、
食
べ
な
い
の
？
」


　
　
杏
、
少
女
を
見
た
ま
ま
、


杏
　
「
あ
の
子
、
誰
？
」


　
　
愛
、
杏
の
目
線
を
追
う
が
、
誰
も
い
な
い
。


愛
　
「
え
？
　
ど
の
子
？
」


　
　
杏
、
少
女
を
指
さ
し
て
、


杏
　
「
あ
の
子
」


　
　
杏
の
指
先
に
は
誰
も
い
な
い
。


愛
　
「
ち
ょ
っ
と
、
変
な
こ
と
言
わ
な
い
で
よ
」


雄
太
「
ど
う
し
た
？
」


　
　
愛
、
雄
太
に
よ
っ
て
、
杏
が
指
差
し
た
方
を
指


　
　
差
し
、


愛
　
「
杏
が
あ
そ
こ
に
誰
か
い
る
っ
て
い
う
の
？
」


雄
太
「
え
っ
？
　
ど
こ
に
？
」


愛
　
「
分
か
ら
な
い
わ
よ
」


　
　
愛
、
か
な
り
怖
が
っ
て
い
る
。
杏
、
少
女
を
見


　
　
て
い
る
。


○
　
⬜︎
⬜︎
病
院
・
大
部
屋
（
夕
方
）


　
　
和
子
（
７
９
）
、
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
い
る
。
周


　
　
り
の
椅
子
に
は
、
杏
（
６
）
、
愛
（
２
９
）
、


　
　
雄
太
（
３
１
）
、
座
っ
て
い
る
。
和
子
、
心
電


　
　
図
モ
ニ
タ
ー
に
繋
が
れ
て
い
る
。
他
に
も
親
族
、


　
　
数
人
い
る
。
杏
、
暇
そ
う
に
足
を
バ
タ
バ
タ
さ


　
　
せ
て
い
る
と
、
壁
際
に
少
女
が
い
る
事
に
気
づ


　
　
く
。
杏
、
周
り
の
人
た
ち
を
見
る
が
、
誰
も
少
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女
に
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
杏
、
愛
を
ゆ
す
り
、


　
　
少
女
を
指
差
す
。
杏
の
指
先
に
は
誰
も
い
な
い
。


愛
　
「
何
？
」


　
　
杏
、
も
う
一
度
少
女
を
指
差
す
が
、


愛
　
「
何
よ
」


　
　
少
女
、
ど
ん
ど
ん
と
和
子
に
近
づ
い
て
行
き
、


　
　
寝
て
い
る
和
子
に
抱
き
付
く
。
す
る
と
、
心
電


　
　
図
モ
ニ
タ
ー
、
０
を
表
示
し
て
ピ
ー
ッ
と
音
が


　
　
鳴
る
。
愛
、
焦
っ
て
和
子
に
近
づ
き
、


愛
　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
」


　
　
雄
太
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
。
少
女
、
杏
を


　
　
見
て
い
る
。


○
　
同
・
前
（
夜
）


　
　
杏
、
愛
と
手
を
繋
い
で
歩
い
て
い
る
。
杏
、
後


　
　
ろ
を
見
る
と
、
少
女
、
付
い
て
来
て
い
る
。


愛
　
「
ど
う
し
た
の
？
」


　
　
杏
、
愛
を
見
て
首
を
横
に
振
り
、


杏
　
「
何
も
無
い
」


　
　
２
人
、
歩
い
て
行
く
。
少
女
、
付
い
て
行
く
。


○
　
大
学


　
　
受
験
の
合
格
者
発
表
が
行
わ
れ
て
い
る
。
杏
（


　
　
１
８
）
と
愛
（
４
１
）
、
番
号
の
前
に
立
っ
て
、


杏
　
「
あ
っ
た
！
（
番
号
を
指
差
し
）
あ
れ
、
あ
っ


　
　
た
！
」


　
　
杏
、
喜
ん
で
愛
に
ハ
グ
す
る
。
愛
、
安
堵
の
表


　
　
情
。
少
女
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。
杏
、
愛


　
　
に
ハ
グ
し
な
が
ら
少
女
に
ピ
ー
ス
す
る
。


○
　
結
婚
式
会
場


　
　
杏
（
２
６
）
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て
、


　
　
雄
太
（
５
１
）
と
一
緒
に
登
場
す
る
。
ス
ー
ツ


　
　
姿
の
旦
那
さ
ん
の
横
に
は
少
女
、
立
っ
て
い
る
。


○
　
産
婦
人
科
・
分
娩
室
（
夜
）


　
　
杏
（
２
８
）
、
分
娩
台
で
必
死
に
気
張
っ
て
い


　
　
る
。
旦
那
、
杏
の
手
を
握
っ
て
い
る
。
少
し
し


　
　
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
鳴
き
声
が
し
て
、
助
産
師
、


　
　
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
抱
え
る
。
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○
　
同
・
ベ
ッ
ド
（
朝
）


　
　
杏
、
赤
ち
ゃ
ん
を
撫
で
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
の
横


　
　
に
は
、
少
女
、
立
っ
て
い
る
。
杏
、
赤
ち
ゃ
ん


　
　
を
少
女
に
見
せ
、


杏
　
「
見
て
。
私
の
凛
ち
ゃ
ん
よ
」


　
　
杏
、
嬉
し
そ
う
に
少
女
に
赤
ち
ゃ
ん
を
見
せ
る


　
　
と
、
少
女
、
赤
ち
ゃ
ん
を
触
ろ
う
と
す
る
。
杏
、


　
　
咄
嗟
に
赤
ち
ゃ
ん
を
少
女
か
ら
遠
ざ
け
、


杏
　
「
ダ
メ
！
　
ダ
メ
よ
」


　
　
少
女
、
少
し
悲
し
そ
う
な
顔
を
す
る
。


○
　
△
△
病
院
・
５
０
７
号
室


　
　
ベ
ッ
ド
に
は
、
城
崎
唯
（
４
）
、
眠
っ
て
い
る
。


　
　
隣
で
は
、
杏
（
５
５
）
、
座
っ
て
い
る
。
凛
（


　
　
２
７
）
、
眠
っ
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
横
に
い
る
少


　
　
女
、
唯
に
近
づ
い
て
行
く
。
杏
、
少
女
を
見
て
、


杏
　
「
ダ
メ
よ
。
私
の
初
孫
な
ん
だ
か
ら
」


　
　
少
女
、
杏
を
見
て
、
首
を
横
に
振
る
。


杏
　
「
絶
対
に
ダ
メ
だ
か
ら
」


　
　
少
女
、
唯
を
指
差
し
、
首
を
横
に
振
る
。


杏
　
「
ダ
メ
な
の
？
」


　
　
少
女
、
少
し
悲
し
げ
な
顔
を
し
て
、
首
を
縦
に


　
　
振
っ
て
い
る
。
杏
、
手
を
広
げ
、


杏
　
「
そ
れ
な
ら
、
私
の
所
に
お
い
で
」


　
　
少
女
、
少
し
笑
っ
て
杏
の
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て


　
　
来
る
。
杏
、
凛
を
見
て
、


杏
　
「
凛
ち
ゃ
ん
、
も
う
泣
か
な
く
て
い
い
よ
」


　
　
少
女
、
杏
に
抱
き
つ
く
。
杏
、
少
女
を
抱
き
し


　
　
め
、


杏
　
「
あ
な
た
は
誰
な
の
？
」


少
女
「
楽
し
か
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
」


　
　
杏
、
そ
の
場
に
倒
れ
る
。


○
　
道
路


　
　
女
性
の
老
人
と
少
女
、
手
を
繋
い
で
楽
し
そ
う


　
　
に
歩
い
て
い
る
。
杏
、
少
し
離
れ
た
場
所
で
老


　
　
人
と
少
女
を
見
て
い
る
。
少
女
、
杏
を
見
る
が
、


　
　
通
行
人
は
杏
に
気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
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